












　21 世紀の知識基盤社会を支えるのが ICT の発達であり、大学という教育、研究を使命とする組織におい
ては、最先端の ICT 環境は必須です。その ICT を安心して利用するには、確かなセキュリティーの上に安
定した維持管理が前提であり、本学情報処理センターのみなさんには、情報を空気や水のごとく、安心して
ネットを介して活用させていただける環境をつくっていただいていることに改めて感謝したいと思います。
　ICT 環境の整備は ICT 活用のみならず、さまざまな波及効果をもたらします。平成 24 年度、25 年度に
学校教育における ICT 活用の推進のために、資源の集中的な投資を行い、附属学校のある上杉キャンパス




れるなどの成果がでており、本学の COC（Center of Community）事業や教育実習を進める上での基礎ス
キルとして、活かされようとしています。
　ICT の活用は日進月歩で進み、大学の教育研究環境も１年毎に変革が進むと思われます。国は大学入学試






あることが期待されます。本学の COC 事業では、ICT 環境は重要なインフラであり、その中核である CIT






もに、外部に開かれた情報の流れも重要です。平成 27 年度は、学術情報ネットワークである SINET の高
度化・高速化が図られます。新たな SINET5 では、すでに一部の大学において導入されているクラウドのサー
ビスも行われるということです。本学においてもクラウドの利用は、業務効率化の上から一考に値すると
考えており、その在り方について、情報化推進室や情報処理センターを中心に、第三期中期計画を策定す
る中で検討されるべき事項であると考えます。いずれにしても常にセキュリティーの高いシステムを維持
管理、さらには啓発のために、人的な配置は必要であり、学内のみなさまの知恵や協力を是非お願いした
いと思います。
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